
 

 

 

梅雨前 セルホスで 夏バテ防止 

 

１．元葉の黄変は根の弱り 

梅雨期の果樹園でよく見掛ける 

のが元葉が退色した黄化葉です。 

（右写真） 

  発生の原因は根の弱りや活性不良 

です。気温の上昇にともない、 

新梢が伸長し葉面積が増えますが、 

この生長に養水分の吸収が追い 

付かないためと考えられます。 

今年は休眠期から春の萌芽期まで 

の降雨が少なかったため、春根     

の発根が遅れました。         写真－元葉が黄化したブドウ(左)と梨(右)の葉 

また発根が始まってからも朝晩 

の気温が低かったため、根の活性が弱いようです。 

 

 

２．根の活性にリン酸の追肥 

そこで本格的な梅雨に入る前に春根の発根を促し、根の充実を図ることが重要となります。 

それにはリン酸＋微量要素肥料のセルホスの追肥で根の活性を高めます。 

セルホスは苦土も豊富に含有しているため葉の充実も促すことで、根作りと葉作りに 

取り組んで下さい。 

 

   施肥例  

６月にセルホス６０㎏/10aを施肥し、 

軽く土壌を耕起して下さい。 

 

 

今年の夏も厳しい暑さとなる予想です。そのため、高温の影響を受けにくい体づくりこそ、 

収量や食味・品質の安定につながります。 

それには梅雨が明ける前の根作り、葉作りです。 

セルホスの追肥で猛暑を乗り切る果樹栽培へとつなげてください。 
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